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きな影響を与えること、進路保持性はその車のアンダーステア、オーバステア (U.S. ， O.S.) 特性に
-397-
左右され、車体形状により異なるが、一般には u.s. 特性が強し川まど、進路保持性は良好で、あることな
どを明らかにした。さらに U.S. ， O.S. 特性を定量的に表示する式を誘導し、自動車の基礎量との関
係を明らかにして、設計段階における U.S. ， O.S. 特性の調節を可能ならしめるとともに、横向突風
作用後、運転者が操舵を加えた場合の進路保持性を理論的に求めて、高速走行にむいて必要な運転者
の操舵特性などについて論じた。
論文の審査結果の要旨
本論文は自動車の高速化にともなって生ずる方向安定の問題のうち、諸国子が安定度に及ぼす影響
と横向突風に起因する方向不安定の現象を理論的、実験的に解明したものであって、次のような研究
成果を得ている。
(1) 力学的解析によって、自動車の力学的基礎量と方向不安定化速度との関係を明らかにし、実車の
走行実験によってこれを実証したO 特に、従来剛体として取扱われてきた操向系統の剛性不足によ
って、方向不安定を来すことを見出した。以来このことはわが国の自動車設計に考慮されることに
なった。
(2) 近年、自動車設計の重要項目のーっとされてきている横向突風作用時の運動特性を走行実験なら
びに数値解析により明らかにして、横向突風に対して安全な自動車の走行特性について検討し、設
計段階において調整を可能にした。また、横向突風作用後、運転者が操舵によって進路を修正する
場合の運動を数値解析によって解明した。
以上の成果は、自動車の安全性向上の面で、自動車工学の進歩に寄与するところが大きい。よって、
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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